










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































-L. -L  
ノ 、ノ、
-L  
ノ、
入七
二
二
九
五
五
叶
}MO
出
Oμ
丘
O
同
叶
Eげ
o
H
O
口同ロロ
]
u
p
H
d
u
u
・
S
U
N
-
H
Y
M
苫
・
凶
，
r印
虫
色
g
E
E回
、
吋
gヴ
O
B
F
S
U
N
N
-
通
商
公
報
第
九
五
七
援
、
一
四
頁
委
Hf! 
、
、
、
、
、
、
、
印
皮
釣
外
貿
易
の
特
色
は
、
開
間
以
来
殆
ぎ
間
断
な
き
商
品
の
輪
出
超
過
、
随
て
結
果
す
る
、
、
、
、
、
、
、
金
銭
の
輸
入
超
過
で
あ
る
。
つ
ま
り
印
皮
の
劉
外
貿
易
は
貨
物
ε
正
貸
さ
の
交
換
で
あ
る
。
羅
w
w
の
卒
者
プ
y
ニ
1
(
西
暦
七
十
九
年
グ
ェ
久
グ
イ
ア
久
火
山
の
噴
火
の
際
横
死
し
た
人
〉
は
蛍
時
年
々
欧
洲
か
ら
印
度
に
流
入
す
る
金
銭
の
み
で
五
千
五
百
高
セ
久
-
プ
Y
セ
ス
(
英
負
四
十
五
雨
入
千
勝
)
を
下
る
こ
ど
は
な
い
さ
云
て
居
る
。
l
l
u
u
∞)。
此
の
傾
向
は
今
も
経
ら
な
い
。
(叶
H
H
O
]
[
ロ
門
出
山
口
何
日
立
円
0
・
〈
。
-
-
H
H
H
-
M
)勺
-
u
u
U
1
世
界
大
戦
前
最
終
の
五
箇
年
間
の
輸
出
超
過
額
は
、
最
少
年
五
億
入
千
高
留
比
、
最
大
年
八
億
四
千
高
留
比
、
年
平
均
七
億
二
千
高
留
比
で
あ
っ
ア
」
O
J
i
 
(
何
の
O
D
O
B
U
F
し「巳可∞
w
t
v
N
N
)
。
正
貨
の
入
超
に
就
て
は
朝
鮮
銀
行
調
査
支
報
を
基
礎
ざ
し
て
余
の
計
算
し
た
所
で
は
一
入
六
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
一
九
一
九
年
三
月
末
日
に
至
る
五
十
四
年
間
に
於
て
、
一
九
一
五
年
度
、
一
九
一
入
年
度
の
二
回
は
金
の
出
超
を
見
た
が
、
他
の
五
十
二
年
は
金
銭
共
入
超
刀
、
此
の
期
間
の
会
入
超
額
は
、
金
一
億
七
千
三
百
三
十
入
高
踏
切
、
銀
三
開
問
以
来
同
断
な
く
賞
金
属
が
流
入
し
て
居
信
入
千
三
百
七
十
二
誌
研
に
還
し
て
居
る
。
た
こ
ご
を
考
へ
る
芝
、
印
皮
に
は
莫
大
な
金
銭
が
蓄
積
ち
れ
た
筈
で
あ
る
。
元
来
印
度
は
図
印
度
野
外
貿
易
の
研
究
宜
面
際
貸
借
上
か
ら
一
式
へ
ば
債
務
図
で
あ
っ
て
、
債
格
闘
た
る
英
吉
利
じ
、
銭
道
、
人
工
漉
祝
其
の
他
商
業
さ
経
済
の
，
一
公
盆
事
業
投
資
に
謝
す
る
利
盆
配
信
、
図
債
利
子
、
政
府
軍
隊
の
経
費
、
文
武
官
吏
の
俸
給
、
年
金
、
恩
給
、
突
入
資
本
に
由
て
経
皆
せ
る
木
綿
、
麻
.
茶
等
の
産
業
の
利
盆
、
突
入
の
経
箆
せ
る
港
湾
事
業
の
牧
入
等
貿
易
以
外
の
支
梯
勘
定
郎
ち
ゲ
号
室
。
宮
市
0
2
吋
3
今
が
頗
る
豆
額
に
遣
す
る
の
で
あ
る
、
英
人
の
銭
道
投
資
額
以
ト
い
け
で
も
二
億
六
千
高
砂
に
達
す
る
ご
一
式
ふ
。
英
図
じ
謝
す
る
貿
易
以
外
の
支
挑
勘
定
は
年
々
一
千
七
百
高
磁
を
下
る
こ
芯
は
な
い
。
此
の
E
額
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
，
勘
定
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
が
多
く
は
物
資
の
形
を
以
て
総
入
さ
れ
、
随
て
消
費
が
増
加
し
、
図
民
の
支
抑
勘
定
が
あ
っ
て
、
倫
ほ
年
々
正
貨
の
統
入
を
見
る
は
、
如
何
じ
貿
易
が
出
超
で
あ
る
か
元
来
経
済
思
想
の
後
遺
し
た
闘
で
は
、
海
外
か
ら
の
正
賞
受
取
の
生
活
が
向
上
さ
れ
、
正
貨
の
入
超
は
、
単
じ
通
貨
維
持
及
び
美
術
装
飾
に
必
要
な
程
度
に
止
ま
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
印
度
人
は
幾
千
年
経
て
も
依
然
央
下
の
夜
間
阿
蒙
で
、
外
貨
の
使
用
に
依
比
較
的
富
裕
な
階
放
に
於
て
す
ら
、
図
内
の
製
品
を
以
て
茶
の
僅
少
な
需
要
ケ
充
し
、
只
比
較
的
安
く
符
ら
れ
る
工
場
製
綿
布
、
簡
単
な
金
属
製
品
、
印
皮
人
る
生
活
の
改
善
を
闘
ら
な
い
。
-
が
金
属
細
工
の
原
料
さ
す
る
金
属
等
に
限
り
外
貨
を
使
用
す
る
、
是
れ
買
に
総
出
超
過
、
輸
入
不
振
の
原
因
で
あ
る
。
穏
姓
の
別
が
撤
廃
さ
れ
(
そ
れ
は
蒋
等
以
前
か
ら
あ
る
)
、
生
活
が
改
善
き
れ
な
い
限
り
、
貿
易
上
の
比
の
傾
向
は
続
く
で
あ
ら
う
。
印
皮
人
は
か
く
多
量
の
園
内
生
産
物
を
輸
出
し
.
之
じ
濁
し
て
少
許
の
綿
布
.
金
属
等
を
輸
入
し
.
其
の
残
り
は
凡
て
金
銀
を
総
入
し
つ
〉
あ
る
、
印
皮
は
古
来
黄
金
属
の
「
泌
み
穴
」
(ω
山岳
F
o
F
)
さ
一
玄
は
れ
、
印
皮
人
は
世
界
最
大
の
金
銭
浪
費
者
で
あ
る
。
蓋
し
、
比
の
習
慣
は
(
一
)
数
千
年
間
園
内
の
騒
乱
、
無
秩
序
、
不
穏
、
外
人
の
侵
入
等
相
次
ぎ
、
(
二
)
暴
君
、
纂
奪
者
、
座
制
者
屡
現
は
れ
、
印
皮
人
は
組
先
以
来
生
命
財
産
の
安
田
を
期
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
、
金
銀
な
ら
ば
之
を
隠
匿
し
得
る
が
、
他
の
有
睦
財
産
は
何
時
浅
牧
、
奪
掠
、
微
授
さ
れ
る
か
分
ら
な
い
。
(
三
)
種
姓
の
別
が
厳
守
さ
れ
、
階
級
に
由
て
生
活
の
様
式
が
限
定
さ
れ
て
厄
て
‘
生
活
費
に
徐
剃
ぞ
生
じ
て
も
直
に
之
を
衣
食
住
の
向
上
に
振
り
蛍
て
る
こ
ご
が
出
来
な
い
、
(
四
)
信
頼
す
ぺ
き
貯
蓄
機
関
が
な
く
、
回
合
の
信
用
な
き
金
貸
な
ぜ
に
預
け
て
破
産
さ
れ
る
よ
り
も
寧
ろ
死
滅
す
る
を
勝
一
れ
り
ざ
す
る
等
の
理
由
に
白
た
の
で
あ
る
O 
彼
等
が
金
銭
貯
蔵
の
方
法
は
、
(
こ
正
貸
さ
し
て
地
中
に
埋
戒
す
る
こ
さ
、
(
二
)
装
飾
品
ご
し
印
皮
で
は
儀
式
、
祭
壇
な
ざ
の
時
に
、
婦
人
が
、
下
層
階
級
の
者
で
も
、
金
銭
珠
玉
を
以
て
身
懐
中
を
飾
り
、
肢
い
程
の
飾
b
を
つ
け
る
奇
風
が
あ
る
o
て
貯
戒
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
て
オ
1
コ
ナ
I
C
A
S
R
)
は
、
次
の
如
く
云
て
居
る
。
出
口
付
町
O円
伊
〈
o
q
-
oロ
m
z
Bぬ
け
0
8
B
O
昨
日
山
可
σopHHEAHJhHR弘
子
E
5
0
ロ
μ
尽
く
の
O町
一
円
ロ
門
同
一
戸
当
日
。
o
p江
戸
CO
件。
印
度
野
外
貿
易
の
研
究
七
商
業
さ
経
済
入
ロ〈
O
B
E
P
2
5
g
m
w
句ュ
B
E〈の
ω
q
-
3
m
H
r
Z
H
O
J〈
r
E
4
0己仏
σ
o
g
-
-。門
HHHぷ
向
。
門
句
g
z
q
F
B
O
B
m
H己〈山口のの円四
。ocD可一
o
m
U
4
p
r
r
u
ロ
E
F
d
d
m
H
1
r
弘
0
5仏
PJ4mwV10C件
。
門
ω一m
r
F
m
o
-。ロ
mHω
己
H
2
0
の。ロ門出民
Oロ
♂
の
OP片山口
COHHMO
山口出
0
4
。
内
任
。
勺
円
め
の
一
。
5
5
0
S
U
4ロ
-
c
o
F叫
問
。
宮
山
門
混
同
mwp仏
間
円
。
μ
巴
一
可
山
口
の
M仰のめ
ω切。「
p
m
w
O
C片山
O当
・
(
吋
FO
同ロ門出ロロ肘
gMV山門
0
・〈
0
「
口
同
・
句
-NS)之
を
要
す
る
に
、
印
皮
の
商
品
出
超
金
銭
入
超
は
数
千
年
来
の
傾
向
で
あ
っ
て
、
印
皮
人
の
風
習
が
改
ま
ら
な
い
限
り
鐙
更
さ
れ
そ
う
で
も
な
い
。
一
九
二
O
、
二
一
一
同
年
度
に
亙
っ
て
関
間
以
来
の
記
録
を
破
っ
て
多
大
の
入
超
ざ
な
っ
た
の
然
る
に
は
何
故
で
あ
る
か
。
是
れ
会
く
、
休
戦
後
の
一
九
一
九
年
の
熱
狂
的
好
景
気
芝
、
之
に
続
く
九
二
O
年
来
の
慢
性
的
不
景
気
の
谷
川
で
あ
る
。
之
に
就
て
、
印
皮
錫
蘭
商
業
局
長
エ
ー
ン
久
カ
フ
氏
{
同
-
z
-
F
E
O円
吋
g
p
n
o
B
E
U弘
8
2
E
F
a
υ
・
2仏
(U010口
u
E「
・
叶
F
O
B
S
〉日
5
0
0ロ
mr)
は
臼
く
.
一
九
一
九
年
の
英
図
に
於
け
る
貿
易
の
好
景
気
は
全
く
ア
プ
ノ
!
?
y
の
も
の
で
何
等
確
買
な
根
擦
に
基
い
た
も
の
で
な
く
し
て
熱
狂
的
の
好
景
気
を
煽
拐
し
た
。
其
の
正
陸
は
続
い
て
起
っ
た
出
来
事
に
由
て
徐
り
に
も
よ
く
見
破
ら
れ
た
。
英
図
の
製
治
業
者
は
世
界
各
地
か
ら
戦
時
五
年
間
積
っ
た
注
文
の
殺
到
で
洪
水
仁
遊
た
様
だ
、
数
個
月
、
乃
至
は
一
年
も
先
き
の
輪
以
約
が
あ
る
潟
に
折
角
有
利
な
仕
事
も
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
ア」
O
J
i
 
生
活
費
は
絶
え
争
勝
賞
し
、
鈴
カ
の
需
要
は
増
し
、
各
種
商
品
は
天
井
知
ら
十
じ
勝
負
し
た
。
モ
ン
ス
ー
ン
加
ふ
る
に
印
皮
で
は
一
九
一
九
年
の
季
節
風
は
好
順
で
、
貿
易
は
活
滋
仁
、
輪
出
入
共
開
閉
以
来
の
レ
コ
ー
ド
で
、
殊
に
総
出
は
総
入
を
超
過
す
る
E
五
十
六
μ
に
達
し
た
。
品
仰
の
貿
易
大
順
調
ご
時
を
同
じ
う
し
て
、
同
年
内
に
銀
債
は
一
オ
ジ
久
四
十
入
片
竿
か
ら
入
十
九
片
竿
迄
上
つ
た
。
随
て
留
比
の
匁
替
率
は
二
士
山
以
上
に
な
っ
た
。
戦
争
の
移
つ
を
成
じ
た
。
た
時
に
は
印
反
で
は
貯
減
ロ
仰
の
減
少
さ
、
五
年
間
の
買
控
へ
さ
に
よ
り
商
品
補
充
の
必
要
加
ふ
る
に
戦
争
の
徐
深
を
受
け
て
驚
く
べ
き
購
買
カ
な
蓄
積
し
た
。
Jt. 
の
結
果
さ
し
で
莫
大
な
注
文
が
英
.
米
、
日
及
び
其
の
他
の
図
に
後
せ
ら
れ
た
。
多
く
は
物
債
の
最
高
貼
の
時
に
後
せ
ら
れ
た
。
此
の
注
文
の
ゑ
替
相
場
の
賂
来
に
就
て
警
告
を
後
し
た
。
一
九
二
O
年
二
月
印
度
負
鮮
委
員
舎
は
そ
れ
で
も
海
外
へ
の
注
文
は
引
き
つ
い
い
た
、
其
の
商
品
の
引
渡
時
期
は
一
九
二
0
年
度
で
あ
っ
た
。
熱
狂
的
活
躍
之
、
見
掛
け
倒
し
の
好
景
気
の
中
に
一
九
二
O
年
を
迎
へ
た
。
然
し
好
景
気
は
短
か
冶
っ
た
。
英
図
製
造
業
者
は
、
一
九
二
O
年
初
夏
に
、
も
は
や
前
の
如
き
高
値
で
注
文
が
来
な
い
の
み
な
ら
子
、
凡
て
の
消
費
地
か
ら
は
注
文
の
取
消
が
殺
倒
し
ホ
ゆ
る
こ
さ
を
知
っ
た
。
此
の
欣
態
は
漸
次
悪
化
し
、
其
の
年
の
終
b
頃
は
、
前
古
未
曾
有
の
生
産
制
限
、
職
工
解
一
艇
が
賀
行
さ
れ
た
。
印
皮
は
生
産
上
英
、
米
に
従
属
し
て
居
る
忽
仁
、
忽
も
其
の
影
響
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
九
商
業
さ
経
済
O 
を
受
け
た
。
花
、
皮
革
、
製
油
稜
子
等
特
に
総
出
口
仰
の
根
幹
た
る
も
の
に
劃
す
る
需
要
を
根
本
的
に
停
止
せ
し
め
た
。
英
、
米
に
於
け
る
物
債
の
暴
落
は
一
管
に
新
需
要
を
阻
止
し
た
の
み
な
ら
子
、
茶
其
の
他
の
商
品
の
貯
戒
品
に
非
常
な
損
失
を
蒙
ら
し
め
た
。
中
欧
諸
国
の
内
乱
、
経
済
的
危
機
、
活
魚
替
等
は
印
皮
の
輸
出
口
問
、
印
ち
黄
麻
.
綿
露
西
亜
は
依
然
世
界
の
経
済
圏
外
に
孤
立
し
て
居
る
。
日
本
の
激
烈
な
産
業
上
の
危
機
は
、
日
本
に
於
け
る
印
度
綿
消
費
量
を
激
減
せ
し
め
た
ω
か
て
k
A
加
へ
て
一
九
二
O
年
の
季
節
風
は
悪
か
っ
た
。
日
ド
ロL
「
皮
の
平
原
に
於
け
る
卒
均
雨
量
は
平
年
よ
り
十
二
M
P
少
か
っ
た
。
園
内
に
は
戦
争
の
徐
快
ご
し
て
各
種
の
不
幸
一
・
が
っ
ャ
い
た
。
例
へ
ば
亭
輔
の
不
足
で
牧
穫
物
の
輸
出
が
妨
げ
之
等
の
事
情
が
重
な
っ
て
、
過
去
数
十
年
間
嘗
て
な
い
不
況
を
資
し
た
。
ら
れ
た
。
勿
ち
休
戦
以
来
注
文
し
た
莫
大
な
畳
の
高
慣
口
聞
が
到
着
し
た
。
験
入
口
仰
の
洪
水
は
総
出
貿
易
の
激
減
さ
相
挨
て
、
迭
に
商
品
の
入
超
七
億
九
千
両
留
比
、
貿
易
法
調
正
味
四
億
九
千
高
留
比
に
達
せ
し
め
た
。
倫
敦
の
銀
相
場
は
一
九
二
0
年
度
の
問
に
一
オ
シ
ス
七
十
二
片
か
ら
三
十
片
に
激
落
し
た
。
貿
易
逆
調
さ
銀
相
場
の
下
落
ご
に
よ
b
留
比
匁
替
(
電
信
為
替
)
は
、
一
九
二
0
年
四
月
一
日
の
二
士
山
四
片
か
ら
一
九
二
一
年
三
月
七
日
に
は
一
志
二
片
入
分
七
さ
な
っ
た
。
故
に
輸
入
業
者
は
織
物
、
金
属
.
金
属
製
品
の
非
常
な
貯
戒
が
出
来
、
而
も
夫
等
の
総
入
口
聞
は
内
地
市
場
の
最
高
値
段
で
、
魚
替
相
場
二
士
山
以
上
の
さ
さ
に
買
っ
た
も
の
で
、
業
が
到
著
し
た
さ
き
は
市
場
は
洗
滞
し
、
利
為
替
相
場
は
一
士
山
三
片
乃
至
四
片
に
下
て
居
た
。
輸
入
業
者
は
注
文
の
時
に
匁
替
相
場
を
定
め
な
い
で
置
い
た
の
で
此
の
匁
に
債
格
の
五
o
l
l七
ouw
の
損
失
を
し
た
。
加
ふ
る
じ
産
地
相
場
の
値
下
b
で
、
後
か
ら
民
た
も
の
程
安
い
の
で
値
段
の
脅
威
を
兎
れ
な
い
え
4
Z
出
OR?で
口
与
す
吋
ロ
ロ
]
・
3
4・N
少
3
2
・匂
-uω
ご
之
を
要
す
る
に
、
一
九
二
O
年
の
貿
易
の
盤
調
は
、
(
ご
休
戦
後
の
容
景
気
ど
銀
の
勝
負
じ
よ
り
印
民
総
入
業
者
が
只
ひ
あ
ふ
り
た
る
こ
さ
、
(
二
)
総
入
口
聞
は
凡
て
物
僚
の
最
高
の
ご
き
に
買
ひ
付
け
た
こ
さ
、
(
三
)
総
入
口
聞
が
続
々
到
着
し
且
つ
高
債
な
り
し
に
反
し
、
総
出
は
世
界
的
の
不
況
、
中
欧
諮
問
の
疲
弊
、
馬
克
相
場
の
激
落
、
露
西
亜
の
経
済
的
孤
立
等
に
由
て
激
減
し
た
こ
さ
(
四
)
輸
出
品
債
の
暴
落
し
た
こ
、
さ
(
五
)
季
節
風
の
不
良
に
よ
る
牧
穫
の
減
少
等
じ
由
る
の
で
あ
4
0
0
 
此
の
理
由
は
翌
年
度
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
、
一
九
一
二
年
度
も
、
或
る
種
類
の
商
品
は
持
越
口
問
過
多
及
び
総
入
債
格
の
下
落
に
由
て
輸
入
額
が
減
少
し
た
が
.
中
に
は
前
年
来
の
注
文
品
が
到
着
し
た
も
の
が
あ
っ
て
(
例
機
械
、
石
炭
、
小
察
、
砂
糖
)
輸
入
額
の
増
加
し
た
も
の
が
あ
り
、
差
引
き
前
年
度
に
比
し
十
二
億
留
比
の
総
入
減
少
ご
な
っ
た
が
、
総
出
方
面
は
留
比
相
場
の
暴
落
じ
山
て
総
出
の
好
都
令
な
り
し
に
係
ら
十
、
欧
洲
工
業
図
の
疲
弊
に
由
て
、
皮
革
、
製
油
極
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
商
業
主
経
済
子
、
黄
廊
、
綿
花
等
の
重
要
職
出
品
凡
て
滅
川
越
し
、
僅
に
米
茶
が
増
加
せ
る
の
み
な
の
で
‘
依
然
世
人
の
期
待
を
裏
切
て
総
入
超
過
に
終
っ
た
。
悲
観
論
者
は
欧
洲
諸
図
が
侠
復
す
る
ま
で
印
度
の
貿
易
は
順
調
に
復
し
な
い
だ
ら
う
さ
一
式
て
居
る
o
(遇
商
会
報
、
大
正
十
一
年
、
九
五
七
説
、
一
四
頁
、
F
色
S
F内の
E
ロ
m
o
g仏
吋
E
P
開。
O
D
o
g
-
ω
r
y守∞・
h
U
N
N
・
会
照
)
然
し
、
世
界
大
戦
前
、
獅
填
の
印
度
黄
麻
輸
入
高
は
、
印
皮
黄
麻
総
出
会
長
の
四
分
一
、
雨
図
の
印
綿
総
入
高
は
印
皮
輪
出
額
の
五
分
一
、
露
西
亜
は
印
皮
茶
輸
出
量
の
十
一
一
μ
を
総
入
し
た
位
で
、
資
麻
英
閥
、
綿
は
日
本
、
況
ん
や
、
一
九
二
0
年
度
に
於
て
猫
逸
は
印
皮
の
綿
花
、
黄
臓
を
品
川
ほ
戦
前
輸
入
量
の
約
二
分
一
輸
入
し
た
る
に
於
て
を
や
。
茶
は
英
米
を
主
要
市
場
ざ
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郷
、
換
、
露
の
経
済
的
崩
壊
が
、
印
皮
貿
易
幾
調
の
主
要
原
因
さ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
然
ら
ば
此
の
持
健
一
調
は
会
く
一
時
的
の
も
の
で
、
印
度
品
の
主
要
市
場
た
る
英
-
米
、
日
の
市
況
快
復
、
銀
相
場
の
安
定
、
季
節
風
の
好
順
等
に
由
て
、
近
い
中
に
戦
前
の
常
態
に
復
す
る
で
あ
ら
う
。
貿
易
競
争
印
度
輸
出
入
品
の
内
容
は
此
に
詳
説
す
る
必
要
は
な
い
が
、
総
入
に
於
て
は
綿
製
品
(
大
部
分
線
布
)
が
金
額
の
三
十
九
M
m
e
T
占
め
る
、
英
他
金
印
刷
(
鎖
、
銅
、
銅
及
び
其
の
製
品
)
、
砂
糖
、
機
械
、
石
油
、
輪
出
は
、
穀
物
(
米
、
小
湊
)
、
綿
花
、
賀
市
川
及
業
製
品
、
製
消
極
子
、
皮
革
、
茶
等
で
あ
毛
織
物
等
が
あ
る
。
る
。
随
て
最
近
ま
で
、
印
皮
の
貿
易
は
、
主
Te-
し
て
欧
洲
工
業
閤
さ
の
取
引
で
、
輸
入
は
五
分
四
ま
で
欧
洲
か
ら
、
検
出
も
二
分
一
は
欧
洲
に
送
っ
た
。
而
し
て
検
出
の
残
部
は
主
ざ
し
て
亜
細
亜
諸
国
に
(
支
那
に
阿
片
.
綿
縁
.
日
本
に
綿
花
)
.
総
入
は
米
国
か
ら
の
石
油
位
に
過
ぎ
な
か
っ
特
に
英
図
が
印
皮
貿
易
の
殆
芯
濁
占
擦
を
握
っ
た
の
は
(
こ
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
移
り
ま
で
に
其
の
海
軍
カ
を
以
て
競
争
図
の
商
船
隊
を
一
掃
し
去
っ
た
こ
さ
、
(
二
)
英
国
人
が
海
運
な
殆
J
Y
」
制
御
占
し
て
居
た
こ
さ
、
(
三
)
喜
望
峰
経
由
印
度
航
路
は
来
印
度
合
祉
の
濁
占
で
あ
っ
た
こ
さ
、
(
四
)
喜
些
峰
経
由
時
代
に
於
て
は
欧
洲
大
陸
、
印
度
問
の
貿
易
貨
物
は
凡
て
倫
敦
に
於
て
積
換
を
要
し
た
こ
さ
.
(
五
)
来
印
皮
合
赴
以
来
英
図
人
の
政
治
的
覇
権
が
確
立
し
た
ゑ
.
商
業
上
然
る
日
比
ス
エ
ズ
運
・
河
の
に
も
排
外
濁
占
的
施
設
を
な
し
得
た
こ
さ
等
に
由
る
の
で
あ
る
。
開
通
に
由
て
欧
洲
大
陸
さ
印
度
さ
の
問
に
直
接
貿
易
が
閃
か
れ
、
倫
敦
に
於
て
積
換
を
必
要
さ
せ
ざ
る
じ
歪
b
、
来
洋
.
亜
米
利
加
等
ご
も
貿
易
が
閃
か
れ
た
匁
に
、
英
国
の
座
倒
的
優
勝
の
地
位
は
打
破
さ
れ
た
。
英
闘
の
濁
占
に
濁
し
て
先
づ
挑
戦
し
た
の
は
濁
逸
で
あ
る
。
一
入
九
九
年
英
図
は
印
皮
溺
外
貿
易
の
四
四
・
七
入
μ
総
入
の
六
九
μ
を
占
め
た
の
に
、
濁
逸
は
金
額
の
五
・
一
三
μ、
総
入
の
二
・
四
μ
だ
け
で
あ
っ
た
、
一
九
一
三
年
度
に
至
て
は
、
英
国
は
会
貿
易
の
四
一
μ、
輸
入
の
六
印
度
調
外
貿
易
の
研
究
商
業
さ
経
済
四
四
%
に
下
て
、
濁
逸
は
金
額
の
一
三
%
、
総
入
の
六
、
九
%
に
躍
進
し
た
。
湖
、
米
、
日
の
獲
た
も
の
で
あ
る
。
制
御
逸
人
は
先
づ
印
皮
人
が
生
活
程
度
が
低
〈
且
つ
貧
し
く
、
た
さ
ひ
貫
質
が
良
く
耐
久
的
の
も
の
で
も
債
の
高
い
も
の
よ
り
も
、
寧
ろ
債
の
安
い
こ
芝
、
英
図
の
失
っ
た
所
は
、
外
視
の
美
し
い
こ
さ
を
喜
ぶ
風
あ
る
を
知
て
、
製
造
業
者
さ
商
人
さ
が
相
連
絡
し
て
品
質
本
位
に
印
茂
人
の
凶
日
好
を
導
か
ん
芯
せ
?
、
寧
ろ
印
度
向
の
安
物
製
造
に
努
力
し
た
。
都
市
に
代
理
応
を
設
け
、
組
側
逸
商
品
陳
列
舎
を
聞
き
、
顧
客
の
注
文
は
少
綴
吉
雄
も
之
を
引
き
又
主
要
受
け
、
英
の
希
望
は
直
に
製
造
業
者
に
通
じ
、
開
浴
場
に
は
商
品
債
格
を
後
表
し
て
印
反
商
人
じ
時
債
を
知
ら
し
め
‘
輸
出
方
面
で
は
印
皮
人
三
共
同
経
修
身
以
て
商
品
購
入
の
使
を
岡
、
り
、
特
に
皮
革
の
輪
出
に
勢
力
を
得
た
。
t
m仰
洛
人
は
早
く
食
捜
、
砂
糖
‘
人
法
染
料
等
の
総
入
に
於
て
勢
力
を
得
た
が
、
英
の
他
の
方
面
で
は
右
の
如
き
苦
心
惨
慌
た
る
販
貴
方
法
の
腕
究
に
白
っ
て
各
種
の
濁
逸
品
の
責
り
込
に
努
力
し
た
も
の
で
あ
る
、
故
に
猫
抱
一
か
ら
の
総
入
品
は
債
格
に
於
て
小
額
の
も
の
各
種
か
ら
成
て
居
る
、
中
に
や
、
注
目
す
ぺ
き
も
の
は
率
術
機
械
、
ピ
ア
ノ
な
ざ
で
あ
る
。
印
皮
在
留
外
国
人
は
鹿
特
居
す
る
結
局
に
殆
ざ
全
部
安
物
の
濁
逸
ピ
ア
制
御
逸
の
調
印
貿
易
躍
進
は
英
図
製
造
業
者
の
恐
れ
て
居
た
彪
で
ゐ
ノ
を
用
ふ
る
さ
一
式
ふ
。
る
が
、
大
戦
で
濁
逸
品
は
一
掃
さ
れ
ノ
た
。
然
る
に
巴
に
一
九
二
O
年
皮
は
濁
逸
品
の
総
入
凶
千
七
百
五
十
高
留
比
、
一
九
一
二
年
度
は
七
千
二
百
高
留
比
に
遣
し
、
正
に
一
九
一
三
年
の
額
(
入
千
四
百
高
留
比
)
に
近
づ
き
つ
〉
あ
る
。
一
九
一
二
年
度
は
印
皮
総
輸
入
の
二
・
七
を
占
め
て
居
る
。
制
御
逸
輸
入
口
聞
は
染
料
R
A
採
良
材
料
、
銭
及
側
、
硬
質
陶
器
、
機
械
、
積
子
製
品
、
鋼
、
化
挙
用
口
問
な
ピ
で
、
染
料
以
外
は
英
図
口
問
ぜ
の
競
争
口
聞
で
あ
る
。
濁
逸
品
の
急
激
な
復
活
は
、
(
ご
匁
替
相
場
の
下
落
、
(
二
)
濁
逸
品
の
廉
債
、
云
一
)
印
反
商
人
が
濁
逸
人
じ
反
戚
を
有
せ
子
、
却
て
濁
逸
品
の
代
理
版
支
を
競
ふ
風
あ
右
こ
ご
等
に
よ
る
が
、
濁
逸
の
マ
1
ク
相
場
が
猫
限
的
に
滋
勤
し
つ
k
h
あ
る
際
、
濁
逸
製
造
業
者
が
呆
し
て
注
文
ロ
仰
を
約
束
返
り
引
き
渡
し
得
る
や
を
危
ぶ
ま
れ
て
居
る
。
大
戦
中
、
狗
換
の
印
皮
貿
易
撤
退
、
英
図
の
割
印
貿
易
一
衣
類
に
乗
じ
て
、
印
度
市
場
に
侵
入
し
た
の
は
米
、
日
で
あ
る
。
雨
園
は
多
く
の
視
察
員
、
買
業
練
習
生
、
商
務
官
な
ぜ
を
仮
遣
し
て
具
に
印
皮
市
場
の
需
給
獄
況
訟
研
宛
し
、
主
要
都
市
じ
総
出
入
商
応
な
設
け
、
到
る
彪
に
小
寅
応
、
代
理
府
を
設
け
、
バ
ザ
ー
を
開
き
.
定
債
表
、
目
録
、
商
況
報
告
、
見
本
を
印
皮
商
人
に
配
付
し
た
ο
此
の
方
法
は
驚
く
べ
き
致
呆
を
奏
し
て
、
米
図
は
金
属
製
品
、
機
械
、
日
本
は
綿
布
の
総
入
に
於
て
、
大
に
英
図
の
制
御
占
的
地
位
を
脅
か
し
た
。
A
1
英
、
米
、
日
の
調
印
貿
易
額
を
表
示
す
れ
ば
次
の
通
b
で
あ
る
。
印
度
封
外
貿
易
の
腕
究
五
商
業
さ
経
涛
一
六
総
入
額
草
位
百
雨
期
間
比
、
年
度
は
凡
て
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
至
る
。
年
度
一
九
二
二
年
一
九
一
四
年
一
九
一
五
年
一
九
一
六
年
一
九
一
七
年
一
九
一
入
年
一
九
一
九
年
一
九
二
O
年
一
九
二
一
年
1歌
出
一
九
ご
二
年
一
九
一
四
年
一
九
一
五
年
英
閣
総
入
額
百
分
率
・
一
二
七
六
九
二
九
七
入
三
入
七
入
八
一
入
七
七
O
一、
O
四
九
二、
O
四
五
一
、
五
O
九
五
七
四
五
五
九
七
三
二
ム
ハ
四
・
二
μ
ム
ハ
七
・
四
五
九
・
三
五
入
・
七
五
四
・
四
四
五
・
五
五
0
・五
六
一
・
O
五
六
・
七
二
三
・
五
四
了
三
三
入
・
O
米
閣
総
入
額
四
八
四
七
七
九
一O
九
一
一
入
a
A
、
一J
ノ
二
五
三
三
五
三
一一一ムハ
二
一
入
一
七
三
百
分
率
一
一
・
六
%
五
・
七
ムハ・
Q
七・一二
七
・
入
九
・
五
一一一. 
'ー・
一0
・五
入・
O
入
・
九
t
u
'
r
、、
J
，J.，J〆
一
7
0
日
本
輸
入
額
四
入
四
四
七
五
一一一一
三入
五'三
九
二
六
四
一
三
五
二
二
七
一
五
七
一
入
四
百
分
率
一
了
六
%
-
一
-一. 
一
五
・
七
入
・
九
一
一・ー『・4・. 
-
九九
二/入
七
・
九
五・
O
九
・
三
入
・
入
f
u
}
〕、
J
ノ・
J
ノ
一
九
一
六
年
一
九
一
七
年
一
九
一
入
年
一
九
一
九
年
一
九
二
O
年
，
一
九
二
一
年
七
九
六
O
六
九
九
九
二
入
五
二
六
四
五
一一一. 
一一
二
五
・
入
二
九
二
ニ
三
0
・一
一
‘ー~
・・・~. 
---
一
九
・
六
一一一一
三
O
五
四三
入・三
J...，. ノ、-
三
四
七
二
四
九
一一一. 
一
一
三
・
O
一
三
・
入
一
五
・
七
一
四
・
六
一0
・入
二
八
三
四
一
二
九
四
六
二
四
二
三
人
O
一
了
九
一
四
・
六
ー
・---..  -
・・ 4・
一
五
・
O
一0
・
二
ハ
・
五
米
、
日
の
封
印
輸
入
貿
易
は
、
一
入
九
九
年
に
夫
々
一
・
七
，
m
及
び
0
・
六
%
e
で
ゐ
っ
た
の
¥
か
、
一
九
一
三
年
に
は
各
二
・
六
μ
に
進
み
、
一
九
二
一
年
に
は
米
岡
入
・
Oμ
、
日
本
五
・
O
を
示
し
た
。
要
す
る
に
、
濁
逃
が
封
印
貿
易
に
於
て
戦
前
の
地
位
を
快
復
す
る
の
は
今
直
に
は
六
ケ
し
か
米
岡
は
一
元
来
捻
共
亜
米
利
加
及
ら
う
、
さ
し
あ
た
り
印
度
市
場
は
英
、
米
、
日
の
競
争
で
あ
る
。
び
支
那
を
其
の
製
品
市
場
ざ
し
て
、
責
込
に
努
力
せ
る
こ
之
は
周
知
の
事
買
で
、
商
地
に
於
け
p
り
漬
1
0
、
0
4
J
'
u
 
る
米
図
口
仰
の
横
溢
は
頗
る
注
目
す
ぺ
き
現
象
で
あ
る
が
、
印
皮
市
場
の
開
拓
に
も
努
力
を
怠
米
国
か
ら
の
総
入
口
聞
は
石
油
、
機
械
、
餓
及
鋼
、
陶
器
、
器
具
、
自
働
率
な
ざ
で
本
邦
口
間
三
競
守
の
恐
れ
あ
る
も
の
は
陶
器
、
器
具
の
一
部
位
の
も
の
で
あ
る
、
米
岡
は
印
良
市
場
の
援
張
に
就
て
は
前
越
の
方
法
含
執
る
外
に
、
特
に
機
械
‘
白
働
率
等
に
就
て
は
、
(
ご
代
理
底
の
選
定
じ
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
七
商
業
さ
経
済
注
意
し
、
代
理
底
に
は
一
地
域
を
限
り
て
濁
占
販
頁
権
を
奥
ふ
る
こ
さ
、
(
二
)
専
門
技
師
を
し
て
一八
代
理
底
を
巡
回
せ
し
め
商
品
の
宣
傍
及
，
び
使
用
法
を
侍
授
せ
し
な
る
こ
さ
、
(
三
)
代
理
庖
に
修
総
設
備
を
な
す
こ
さ
、
(
四
)
機
械
め
各
部
砂
の
徐
分
を
備
へ
て
何
時
で
も
需
要
に
応
性
し
む
る
こ
さ
等
の
注
意
を
し
て
居
る
の
で
、
巳
に
牢
因
不
抜
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
比
に
於
て
か
本
邦
口
仰
の
競
争
相
手
は
英
図
ロ
聞
に
限
ら
れ
る
。
英
.
米
‘
目
、
濁
封
印
貿
易
の
競
争
に
つ
い
て
は
次
の
諸
項
h
T
A
m一
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
ヱ
l
シ
ス
カ
フ
、
封
印
貿
易
の
将
来
0
・
週
商
公
報
一
O
二
八
披
二
八
1
l
a
三
O
買
の
O
B
M
ν
2
x
一oロ
『
O吋
同
ロ
E
P
3
4
2仏
0
・同，
v
o
∞
zzm?
し「ロ
・
ω∞
"
同
AVN
・
叶
r
o
F
2
8
開
g
1
3・
J
1
。]・
H
H
H
・
H
d
-
S
N
l
Nゆ∞・
〈
onEP♂
旨
2
r
o門
H
Q
市
〉
5
0
1
2
3
可
O
吋O
山
問
。
ロ
叶
g向
。
.
四
本
邦
封
印
貿
易
の
消
長
前
表
に
示
し
た
返
り
、
職
入
に
於
て
大
戦
前
英
図
は
六
四
%
以
上
の
絡
調
優
勢
を
占
め
た
の
が
、
大
戦
中
年
さ
共
に
減
退
し
、
休
戦
の
際
は
四
五
・
五
%
に
陥
落
し
た
。
に
代
っ
た
も
の
で
、
戦
前
の
二
・
六
%
'
か
ら
休
戦
の
年
に
は
約
二
割
に
透
し
た
。
の
夢
久
し
か
ら
子
、
一
九
二
O
、
二
一
一
同
年
皮
に
於
て
英
図
が
忽
ち
六
割
内
外
の
絶
割
多
額
の
本
邦
口
聞
は
寅
に
之
然
る
に
は
外
事
地
位
を
侠
復
せ
る
に
反
し
‘
我
が
闘
は
逐
年
萎
縮
し
.
一
九
二
一
年
に
は
僅
に
五
%
に
陥
落
し
‘
正
に
再
び
印
度
市
場
に
本
邦
ロ
聞
の
隻
影
を
留
め
5
ら
ん
ご
寸
J
る
に
至
っ
た
。
特
に
五
日
人
の
遺
憾
に
堪
へ
な
い
こ
さ
は
、
一
九
一
九
年
印
度
が
好
景
気
の
絶
頂
じ
あ
b
、
随
っ
て
英
米
の
お
印
貿
易
が
躍
進
し
た
さ
き
、
本
邦
は
空
景
気
に
鼓
腹
し
な
が
ら
、
調
印
貿
易
が
早
く
も
哀
頒
し
た
こ
ご
で
あ
る
、
是
郎
ち
日
本
の
物
債
騰
貨
が
泊
し
た
の
で
あ
る
o
二
O
年
来
の
不
景
気
に
於
て
印
皮
貿
易
に
大
打
撃
伝
家
b
、
在
印
度
貿
易
商
の
破
産
者
続
出
か
の
米
闘
の
如
き
一
九
し
た
る
に
拘
ら
子
、
よ
く
一
割
内
外
の
俊
勢
を
示
せ
る
を
見
て
は
、
吾
人
は
我
が
貿
易
業
者
の
。
刈
め
に
警
鐘
を
乱
打
せ
e
さ
る
み
ぜ
得
な
い
o
一
万
来
本
邦
の
お
印
貿
易
は
日
清
戦
争
後
本
邦
ε
孟
買
問
に
日
本
郵
舶
の
定
期
航
路
が
開
か
れ
、
印
皮
ご
の
問
に
直
接
取
引
が
開
始
さ
れ
た
時
に
始
ま
る
、
第
一
に
日
本
品
で
印
度
に
寅
り
込
ま
れ
た
の
は
結
布
で
あ
る
。
緬
句
L
L
流
婦
人
が
下
話
相
ざ
し
て
mm
二
重
を
用
ふ
る
習
慣
あ
る
を
知
っ
て
、
本
邦
か
ら
比
の
頁
込
に
努
力
し
て
成
功
し
た
、
爾
来
我
が
商
人
は
主
さ
し
て
安
物
の
寅
込
み
に
努
め
‘
隊
列
販
資
、
バ
ザ
ー
な
ざ
で
市
場
披
張
じ
努
力
し
た
。
而
し
て
大
戦
中
欧
洲
ロ
聞
の
撤
退
に
乗
じ
て
盛
ん
に
安
物
を
頁
り
あ
び
せ
て
遂
に
金
総
入
額
の
二
割
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
(
一
)
銀
の
下
落
、
(
二
)
日
本
の
物
債
騰
食
、
(
三
)
見
越
輸
入
過
多
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
の
泌
剃
及
び
滞
貨
な
生
じ
た
こ
さ
(
大
正
十
年
五
月
カ
Y
カ
ツ
タ
に
於
て
本
邦
叩
皮
野
外
貿
易
の
研
究
九
商
業
主
経
済
二
O
ロ
聞
の
引
取
手
な
き
も
の
メ
y
ヤ
久
製
品
一
時
箱
、
綿
布
五
千
俵
、
総
統
千
百
俵
(
四
)
本
邦
ロ
聞
が
草
に
廉
債
で
見
掛
け
の
よ
い
こ
ご
の
結
局
に
頁
れ
た
る
も
の
な
る
結
局
英
園
口
問
の
再
入
に
よ
り
忽
ち
信
用
を
失
墜
し
た
こ
芝
、
(
五
)
本
邦
口
聞
は
印
皮
人
の
風
俗
習
慣
堵
好
等
を
攻
究
し
な
い
ゑ
め
需
要
の
根
擦
が
薄
弱
で
あ
っ
た
こ
ご
な
ど
の
結
局
に
前
逃
の
如
く
英
‘
米
口
仰
の
競
争
じ
惨
敗
し
た
の
で
あ
る
。
A
1
余
は
本
邦
之
の
取
引
品
目
に
就
て
少
し
く
研
究
し
た
い
さ
思
ム
。
日
本
よ
り
の
聡
入
口
聞
は
綿
製
品
を
主
ご
し
‘
絹
織
物
、
燐
寸
、
硝
子
製
品
、
陶
器
、
金
物
類
な
ぜ
で
糸
り
4
Q
O
吋}回。可句。
ω
ω
g
ω
]
円一向。当日
ω
o
ω
-
r
E
仏
OH1]iF
ロC
J
ぐ
r
r
y
z
m
向。
mw円四
0
町守口町門
u
H
X・0
広口の
Oω
君。
o
f
。
門
戸
出
口
2
h
H
ロ(同
σ
0
5吋
A
Sロ
q
p
m
H
H
H
P
忠
広
島
内
O
H
V
H
O
「
P
2
5
0
H
E
S
g
g
p
r
o
H
r
の
町
巳
。
p
g
・
-
-
:
:
・
:
同
氏
。
仏
ogω
・
(出包ロの
ω
山国一
ω門o
q
o
円。c
R
o
ロ
ヨ
mwロロ「仰の忌円。・)
ロ
ド
タ
ス
は
紀
元
前
第
五
世
紀
の
希
般
の
史
家
で
あ
る
、
印
皮
人
が
世
界
最
初
の
綿
服
J、
使
用
者
た
る
こ
さ
は
此
の
記
事
に
由
っ
て
疑
な
い
。
民
5]山
口
(
キ
ス
ト
ナ
河
三
角
洲
に
あ
る
宮口口一一
3
g
g
町
に
て
作
り
し
も
の
).0ロ
8
0
(南
印
皮
C
F♀
産
の
一
見
紗
よ
り
起
る
)
な
ざ
の
織
物
は
印
皮
の
地
名
か
ら
起
っ
た
さ
一
式
は
れ
る
程
で
あ
る
、
買
際
最
近
ま
で
印
皮
は
モ
ス
y
y
、
タ.
マ
ク
ス
織
、
キ
ャ
ラ
コ
、
チ
Y
ゼ
ス
(
更
紗
)
、
チ
ェ
ッ
ク
(
弊
慶
縞
)
、
ヵ
シ
グ
(
刺
繍
し
た
木
綿
織
)
、
ジ
ヤ
ム
ダ
ニ
(
総
書
を
浮
織
に
し
た
も
の
)
等
の
名
産
な
出
し
て
、
印
皮
綿
織
物
は
貴
重
品
ご
し
て
盛
に
欧
洲
に
捻
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
輸
入
園
で
、
綿
製
品
が
常
に
金
輸
入
の
四
割
以
上
を
占
め
る
o
今
日
印
皮
ご
支
那
が
世
界
の
綿
製
品
二
大
市
場
た
る
こ
さ
は
周
知
の
事
買
で
あ
る
が
‘
支
那
の
綿
総
総
入
額
は
一
九
二
一
然
る
に
今
日
で
は
印
皮
は
世
界
第
一
の
綿
製
品
年
に
円
十
二
高
偽
防
相
に
封
し
て
印
皮
は
十
四
高
梱
を
総
入
し
て
居
る
。
入
額
は
十
二
億
砺
に
過
ぎ
な
い
が
、
印
反
は
二
十
五
億
病
以
上
ぞ
聡
入
す
る
。
綿
紙
、
印
度
は
綿
布
に
於
て
世
界
の
商
大
総
入
園
で
あ
る
。
綿
布
は
支
那
の
総
郎
も
支
那
は
特
じ
綿
布
輸
入
額
の
莫
大
な
こ
さ
は
注
目
に
値
す
る
。
綿
紘
は
一
冗
は
手
紡
績
に
依
っ
た
が
、
今
は
手
紡
績
は
大
に
哀
ヘ
、
綿
工
場
二
百
八
十
四
、
錘
数
七
百
入
十
三
誌
に
遣
し
(
一
九
二
一
年
現
在
)
外
に
手
紡
績
総
も
あ
っ
た
、
凡
そ
園
内
需
要
綿
総
の
九
十
二
%
'
は
図
産
を
以
て
充
し
て
居
る
。
今
総
入
口
仰
さ
、
印
反
工
場
製
品
ご
な
濁
照
す
る
ご
次
の
遇
b
で
あ
る
。
一
九
O
九
i
一
一
一
一
年
(
町
年
)
平
均
一
九
二
O
一
九
二
一
五
七
、
一
二
五
総
入
数
ハ
卑
位
千
封
皮
〉
四
一
、
七
九
四
四
七
、
三
三
三
印
皮
工
場
製
ハ
車
位
同
右
)
六
四
六
、
七
五
七
六
六
O
、0
0
六
九
二
、
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
商
業
さ
経
済
言十
六
入
入
、
五
五
七
O
七
、
三
三
六
七
四
九
、
四
三
入
印
も
大
陸
図
内
工
場
之
総
入
さ
で
七
億
乃
至
七
億
五
千
高
封
皮
の
綿
ω
仰
が
供
給
さ
れ
る
。
外
に
手
紡
績
紛
が
あ
る
が
、
之
は
山
間
僻
地
に
の
み
残
存
し
て
居
・
る
の
で
、
統
計
も
待
難
い
か
ら
除
外
し
て
、
以
上
の
中
、
外
岡
へ
約
一
位
封
皮
を
輪
出
す
る
(
主
に
支
那
へ
)
か
ら
、
其
の
残
り
印
る。も
六
億
乃
至
六
億
五
千
両
封
皮
が
印
反
の
綿
布
工
場
ご
手
織
唯
一
本
者
三
で
消
化
す
る
事
に
な
そ
印
ち
総
統
に
於
て
は
印
皮
工
業
の
勃
興
に
由
っ
て
輸
入
の
徐
地
は
極
め
て
少
い
。
れ
も
大
戦
前
は
殆
ぎ
全
部
英
図
製
品
で
充
さ
れ
て
居
た
が
、
一
九
一
七
年
頃
か
ら
本
邦
ロ
仰
が
総
入
さ
れ
一
時
は
総
入
の
三
分
一
延
く
に
も
な
っ
た
が
‘
最
近
英
図
は
盆
勢
力
を
侠
俊
し
主
畳
の
七
割
、
債
格
の
七
割
六
分
を
占
め
日
本
は
重
量
の
二
割
六
分
、
債
格
.
の
二
割
を
占
め
て
居
年
皮
る
。
今
各
闘
の
総
入
量
を
比
較
す
る
芝
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
倒
防
一
時
尚
一
一
)
英
図
日
本
計
{
数
量
九
二
O
一{債
格
{
数
量
一
九
二
二
{
債
格
瑞
西
支
那
(
持
活
)
他
図
ニ一ニ、一元一九
二、七一ニ阿
Cコ、
回
二
〈
六
六
回
四
七
、
七九五
四
九
(
〕
一五
-f: 
一、一主入
四
O
、O
七回
入ニ入
六
四
一回、九一五
一
三
百
五七、一ニ一一
入七
Ji. 
プミ
、
Ji. 
・4・.
つ
ま
り
本
邦
品
は
一
方
印
度
図
産
さ
競
争
し
、
他
方
英
図
口
問
芯
競
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
勿
論
輸
入
は
小
部
分
で
は
あ
る
が
、
前
表
の
示
す
迅
b
、
決
し
て
減
少
せ
子
、
却
て
幾
分
増
加
し
つ
¥
h
・
め
る
。
若
じ
レ
。
年
度
一九二
O
年
一
九
ニ
プ
年
年
度
一九二
O
年
一
九
三
年
特
に
三
十
番
手
以
上
の
附
さ
な
い
細
給
及
び
踊
総
じ
於
て
聡
入
増
加
の
傾
向
が
ー
附
ち
な
い
い
綿
紙
総
入
金
ハ
阜
位
千
封
皮
〉
十
番
十
一
l
二
十
サ
一
・
!
叶
叶
四
十
四
円 J事
。以
空上
入、
C
五九
同
組
合
品
九ニ七
、
cコ
』日-'、
Cコ
組
合
総
一一、一八一一
問、九屯一
一
マ
1
ス
ラ
イ
メ
締
一、ニ七ぬ
七一
hz=一
総
計
さ一、
O
屯・み
四一ニ、七二一
一
生
(
他
メ入
I=l 
1ft 
二六
七、一四
O
一
一、五円四
一一司、八八回
七七九
一七
一五、ニ四七
ゴL
六、六()九
一九、
O
ニ入
然
ら
ば
印
皮
に
が
、
て
は
、
勝
家
倫
ほ
高
番
手
組
統
又
び
精
製
綿
紙
に
於
て
総
入
披
張
の
見
←t:: 
ご一
、一
五
回、九六一
一
附
紋
及
色
物
総
総
入
量
ハ
皐
位
千
討
し
度
〉
色
物
(
」
』
相
)
早
番
以
上
附
統
廿
一
i四
十
同
士
1
l廿
ニ、
O
一元
入、九五七
プミ
主主
ニ、五ニ(〕
四九一
七、七(〕五
一六()
込
が
あ
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
克
に
之
を
共
陛
的
に
表
示
す
れ
ば
次
の
逸
b
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
度
の
印
皮
工
場
梨
、
日
、
英
よ
り
の
輸
入
綿
M
m
e
f
示
す
ハ
車
位
千
封
皮
〉
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
商
業
さ
経
椀
岡
)]Ij 
-11-亀
壮可→A 
番
ザ
一
l
f
主
実
l
骨
英
岡
産
一、
一一
二、入九一
一入、一
天六
一、七六六
日
本
産
回、入六一
一
一、
一一一
六、入入入
総
入
計
一、ニ一九
回、ニ一子ハ
ニ六、七回一・
六、九六一
園
五二、五八一
一
一六、九
(
)
O
一五()、五七九
産
四六九、一毛
O
二
四
問
中
番
以
上
縮
似
色
問、五四六
ゴ主.
の
他
L
l
 
-一=HH
入、五式入
二、入一五
問。、
O
骨
川
目
一五
、
Ji. 
四
uz
一回、九一五
二二 f'、、・、
天交
:Ju ニ二
、一一入
五、七回ハ
五也、一ニ五
四九一
六九ニ、一一二三
之
を
以
て
見
れ
ば
二
十
五
番
手
以
上
の
太
統
に
於
て
は
絡
調
に
印
皮
工
場
製
の
濁
占
で
、
総
入
の
除
地
は
会
く
な
hv
、
二
十
五
香
手
乃
・
至
四
十
番
手
位
は
聡
入
口
仰
さ
印
皮
産
さ
の
競
争
蓋
し
印
皮
に
於
て
は
、
(
こ
土
地
綿
花
が
抑
制
総
で
、
四
十
番
手
以
上
は
英
図
ロ
仰
の
狗
占
で
あ
る
。
の
紡
出
に
越
し
な
い
こ
さ
、
(
二
)
一
般
文
化
の
程
皮
及
び
機
械
紡
絞
業
の
後
達
上
、
未
だ
細
紙
紡
績
に
進
歩
し
な
い
こ
さ
、
(
三
)
太
総
の
需
要
が
多
い
こ
さ
等
に
よ
っ
て
絢
総
の
産
出
が
少
い
、
然
し
最
近
印
度
工
場
が
盆
細
紛
の
紡
出
に
努
め
っ
、
あ
る
こ
さ
は
米
綿
、
挨
及
綿
の
総
入
.
量
の
増
大
口
出
て
知
る
事
が
出
来
る
(
一
九
二
O
年
九
千
徐
噸
、
一
九
一
一
一
年
二
高
四
千
畷
)
。
然
る
に
本
邦
か
ら
の
輸
入
口
聞
は
四
十
番
手
以
上
は
極
め
て
少
く
、
殆
吉
会
部
印
皮
口
仰
さ
の
競
争
，
口m
で
あ
る
こ
さ
は
前
途
甚
だ
寒
心
に
槌
へ
な
い
、
印
皮
工
場
が
盆
細
総
紡
出
に
努
な
る
事
ε‘
従
来
無
税
で
あ
っ
た
綿
紛
が
昨
年
四
月
以
来
従
債
五
分
の
総
入
税
を
課
せ
ら
れ
、
而
も
保
護
関
税
の
議
漸
く
高
か
ら
ん
て
し
、
た
ε
ひ
綿
総
総
入
殺
を
増
徴
し
て
も
、
印
度
工
場
の
生
産
し
得
ざ
る
四
十
番
手
以
上
の
み
を
輸
入
す
る
英
国
は
痛
痔
を
戚
性
ざ
る
事
買
を
併
せ
考
へ
れ
ば
.
日
本
芭
し
て
は
J
向
後
専
ら
四
十
番
手
以
上
の
細
線
の
輸
入
に
努
め
、
英
国
品
さ
競
争
す
る
四
十
番
手
以
上
な
ら
ば
、
蛍
分
印
度
工
場
の
追
従
を
詐
必
要
が
あ
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
さ
な
い
、
随
て
関
税
は
之
を
需
要
者
に
轄
嫁
さ
せ
る
こ
さ
が
出
来
る
o
綿
織
物
は
前
述
の
如
く
輸
入
口
聞
の
大
宗
た
る
貼
に
於
て
、
及
び
印
度
が
世
界
最
大
の
市
場
た
る
貼
に
於
て
、
本
邦
口
問
責
込
の
徐
裕
料
々
た
る
も
の
で
、
日
本
人
ご
し
て
は
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
印
皮
三
億
二
千
高
民
衆
の
消
費
す
る
莫
大
な
綿
布
は
、
手
織
芝
、
印
度
工
場
制
泌
さ
、
総
入
ぜ
に
よ
る
。
印
度
人
一
人
一
年
の
消
費
額
は
一
九
一
三
年
に
十
七
鶴
二
分
一
、
而
し
て
最
近
の
不
景
気
の
時
に
十
三
橋
四
分
ゾ
二
百
は
れ
て
居
る
。
平
時
に
於
て
会
消
費
量
は
五
十
億
稿
さ
推
算
さ
れ
る
。
バ
ロ
グ
農
工
局
長
ペ
I
-
7
Y
氏
(
伊
豆
)
は
消
費
額
を
四
十
七
億
五
千
高
碕
Z
推
定
し
て
、
手
織
、
園
内
工
場
産
、
輸
入
品
及
び
其
の
各
の
品
質
に
就
て
次
の
興
味
あ
る
表
。
ぜ
作
製
し
た
。
ハ
紛
布
の
車
位
は
百
分
砺
〉
分
類
経
総
番
手
杭
総
番
手
手
純
産
額
印
度
工
揚
産
輸
入
需
要
額
百
分
率
厚
手
織
ム
ハ
!
十
六
ムハ
l
廿
九
O
O
六
O
三
O
O
一
、
二
六
O
二
六
Mm
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
二
五
商
業
唱
し
経
抑
制
一一大
中
厚
手
廿
サ
ノ、
サ
四
十
一
五
O
五
0
0
一
0
0
一
、
七
五
O
ニ
七
中
物
ーi十
ノ、
四
十
十
五
十
四
五
O
四
O 
七
五
O
一
、
二
四
O
ニムハ
務
手
四
十
以
上
四
十
以
上
一
五
O
O 
三
五
O
五
0
0
言十
一
、
六
五
O
六
O
O
二
、
五
O
O
四
、
七
五
O
一0
0
(
P
P
W
0
4
0
3
叶
r
o
町
0
5門
H
P
同一。ロ。内
H
ロ
E
S
同
n
o
ロ
o
日
目
。
凶
・
匂
-
忌
品
〉
工
六
百
高
人
も
あ
る
さ
云
ふ
。
が
賂
来
工
場
口
聞
に
駆
逐
さ
る
K
A
や
否
や
に
就
て
は
悲
観
論
者
も
あ
る
が
、
有
職
者
は
(
ご
手
織
之
じ
よ
れ
ば
、
手
織
は
会
消
費
量
の
三
分
一
強
(
三
五
%
'
)
を
充
し
て
居
る
。
手
織
口
聞
は
厚
手
郎
も
下
級
品
さ
中
物
以
上
さ
が
多
い
。
印
皮
に
は
手
織
職之
は
機
械
の
製
す
る
能
は
ぎ
る
特
殊
の
織
物
を
作
h
得
る
こ
さ
(
二
)
機
械
に
越
し
な
い
或
る
番
手
以
上
又
は
以
下
の
総
を
使
用
し
得
る
こ
芝
、
(
一
ニ
)
図
内
紡
絞
工
場
産
の
綿
総
中
工
場
消
費
の
遜
剰
分
を
消
化
す
る
に
越
す
る
こ
さ
(
四
)
田
合
の
工
業
な
る
を
以
て
地
方
的
需
要
を
充
し
.
居
間
給
の
調
節
ぞ
得
し
め
ら
れ
る
こ
さ
(
五
)
地
方
の
小
資
本
家
、
企
業
者
、
労
働
者
を
利
用
し
得
る
こ
さ
(
六
)
土
人
に
誠
買
な
労
働
の
風
を
養
ふ
に
足
る
こ
さ
等
の
理
由
に
よ
っ
て
手
織
業
が
存
続
質
際
田
合
の
農
民
及
び
上
流
赴
舎
は
今
も
主
に
手
織
を
用
ひ
て
居
す
ぺ
し
さ
云
て
居
る
。
る
O 
印
皮
の
工
場
は
カ
織
機
約
十
一
高
入
千
墨
を
有
し
て
居
る
、
現
今
其
の
産
額
は
印
皮
会
需
要
の
入
分
一
ぞ
充
し
て
居
る
村
い
け
で
、
そ
れ
も
殆
百
全
部
廿
五
番
手
以
下
の
太
総
を
用
ふ
る
厚
手
の
下
級
品
ば
か
り
で
あ
る
が
、
近
時
綿
業
の
後
展
に
伶
ひ
、
輸
入
綿
称
を
用
ο
て
薄
手
の
製
織
に
傾
・
さ
つ
〉
あ
る
こ
さ
は
注
目
す
ぺ
さ
こ
さ
で
あ
る
。
な
る
脅
威
は
関
税
の
増
徴
で
あ
る
。
特
に
聡
入
口
聞
に
取
て
の
大
元
来
印
皮
で
は
J
フ
シ
カ
ジ
ャ
!
綿
業
者
の
希
望
を
容
れ
て
綿
布
に
謝
し
て
は
輸
入
税
(
従
依
三
分
五
庖
)
ご
同
率
の
図
産
税
2
5
5
ι
z
q
)
を
園
内
産
-
の
綿
布
に
課
し
て
居
た
が
、
印
皮
に
於
り
る
排
英
熱
の
勃
興
じ
よ
り
、
一
九
一
七
年
以
来
屡
次
総
入
品
仇
を
増
卒
し
た
に
係
ら
す
、
図
産
税
は
其
の
億
で
、
現
今
輸
入
税
一
割
一
一
分
に
讃
し
、
図
産
総
入
口
聞
が
印
度
工
場
産
さ
競
争
す
る
の
困
難
は
此
貼
に
あ
る
。
枕
三
分
五
鹿
で
.
其
の
問
に
七
分
五
厘
の
差
が
あ
る
。
総
入
口
聞
は
前
表
の
如
く
中
・
厚
手
以
上
の
も
の
で
‘
漂
白
し
な
い
も
の
が
主
で
、
晒
白
し
た
も
輸
入
量
は
次
の
逸
り
で
あ
る
。
の
色
物
及
形
付
(
々
E
2
1
2
R仏
)
は
漸
次
総
入
減
少
の
傾
向
が
あ
る
。
ロ
r
ノ
江
皮
(
四
時
服
)
一
、
五
三
四
未
漂
白
一
九
二
二
年
一
九
二
O
年
七
九
三
印
度
野
外
貿
易
の
研
究
漂
白
口
問
.
色
物
形
付
1
T
 
旦
-
H
H
H
五
入
O
二
七
五
O
ムハ一ニムハ
四
ニ
O
六
一
五
二
O
二
七
商
業
さ
経
慣
二
八
一
九
二
一
年
入
三
一
四
入
九
一
四
五
八
一
三
入
輸
入
量
の
激
減
は
図
産
の
増
加
に
も
よ
る
が
主
ざ
し
て
不
景
気
に
基
く
消
費
減
退
に
よ
る
、
分
る
o
大
陸
二
十
五
億
砺
の
輸
入
が
十
五
億
碕
じ
下
っ
た
の
は
‘
如
何
じ
不
景
気
の
深
刻
な
る
か
い
Y
右
の
総
入
を
図
別
で
百
分
率
仁
一
不
す
さ
次
表
の
遮
b
で
あ
る
。
英
印
皮
総
入
綿
製
品
各
図
百
分
表
一
九
二
二
年
一
九
二
O
年
一
九
二
一
年
閥
九
七
・
一
μ
入
五
・
六
入
七
・
七
日
本
一
一. 
一一
.
入
・
三
0
・三
米
0
・三
0
・九
一
・
九
図
本日
関
0
・入
一. 
0
・九
主
(
了
五
一. 
一一
了
。
-也，S1
・
計
一0
0
・0
一0
0
・0
一0
0
・0
綿
布
に
於
て
も
本
邦
口
聞
は
一
九
一
八
年
度
に
印
皮
輸
入
量
の
二
八
μ
に
達
し
た
の
に
、
忽
ち
英
図
の
忽
に
駆
逐
さ
れ
ん
さ
し
つ
、
ゐ
る
。
カ
Y
カ
y
タ
英
図
商
務
官
は
一
九
二
一
年
皮
印
度
聡
入
貿
易
に
閲
す
る
本
図
へ
の
報
告
に
於
て
斗
政
治
上
の
ポ
イ
コ
円
/
ト
業
他
の
原
因
に
よ
り
、
貿
易
が
減
じ
た
に
も
拘
ら
子
、
英
国
は
其
の
競
争
者
に
比
し
て
‘
殆
ピ
戦
前
の
地
位
を
侠
復
し
た
の
は
喜
ぶ
ぺ
き
こ
さ
だ
」
芝
、
綿
製
品
輸
入
減
少
の
項
に
於
て
、
日
本
ロ
仰
の
減
退
を
特
に
強
く
高
調
し
っ
、
報
告
し
て
居
る
。
(吋
r
o
r
o
R仏
え
叶
5
山
0
』
0
ロ
g
p
r
H
U
G
-
M
y
a
u
・
兎
に
角
綿
布
に
於
て
は
、
印
反
の
綿
業
が
念
激
じ
後
展
し
つ
冶
あ
る
こ
さ
、
関
税
政
策
が
保
護
的
色
彩
を
帯
び
っ
、
あ
る
傾
向
に
鑑
み
て
、
務
手
綿
布
の
総
入
に
努
力
し
、
特
に
債
格
の
賠
に
於
て
-
プ
シ
カ
ジ
ャ
ー
製
品
さ
競
争
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
メ
y
ヤ
ス
製
品
は
印
皮
の
総
入
額
一
九
二
O
年
千
九
百
十
高
留
比
、
一
九
一
二
年
六
百
三
十
高
留
比
で
、
勿
論
輸
入
口
問
ご
し
て
云
ふ
に
足
り
な
い
が
、
元
来
下
絞
の
ジ
ャ
y
で
、
三
分
二
迄
は
日
本
口
問
で
、
英
国
口
仰
の
競
争
困
難
で
あ
る
か
ら
、
防
府
系
倫
需
要
援
張
の
徐
地
が
あ
る
。
縮
織
物
は
.
緬
旬
、
孟
買
雨
州
に
需
要
が
多
い
、
主
ざ
し
て
婦
人
服
、
肌
衣
、
タ
l
バ
シ
装
備
ご
し
て
上
流
赴
舎
に
変
用
さ
れ
る
、
特
に
熱
帯
に
於
て
は
若
心
地
の
よ
い
ゑ
に
・
需
要
増
加
の
傾
向
が
あ
る
‘
印
皮
で
は
古
く
か
ら
支
那
生
紙
を
輸
入
し
て
上
等
絹
布
を
作
り
、
一
部
は
輸
出
し
て
居
た
が
、
元
来
が
凡
て
手
織
で
、
生
紙
の
産
額
も
少
い
結
局
に
、
今
は
却
て
表
へ
て
居
る
。
現
今
本
口
聞
の
総
入
に
は
従
債
三
割
を
課
税
さ
れ
る
が
、
本
邦
ご
し
て
は
市
場
競
張
の
見
込
が
多
い
。
不
景
気
の
災
仁
、
其
の
総
入
高
は
一
九
一
九
年
皮
の
五
千
二
百
高
留
比
か
ら
、
一
九
二
0
年
度
に
四
千
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
二
九
商
業
さ
経
済
O 
百
高
留
比
、
一
九
二
一
年
度
に
は
二
千
三
百
徐
高
留
比
じ
下
た
が
、
其
の
五
五
%
は
日
本
ロ
聞
で
競
争
口
聞
は
支
那
製
で
、
近
年
露
頭
の
形
勢
が
あ
る
。
日
本
か
ら
の
総
入
は
主
さ
七
て
あ
る
。
mm
二
重
.
縮
緬
‘
綿
子
等
で
あ
る
。
大
部
分
日
本
口
問
及
び
瑞
血
ハ
ロ
聞
で
あ
る
。
燐
寸
は
、
印
皮
内
に
工
場
が
四
筒
所
ほ
ざ
ゐ
る
が
、
生
産
能
力
極
め
て
乏
し
く
、
其
の
需
要
は
立
(
の
総
入
量
は
年
に
千
二
百
高
グ
ロ
丸
内
外
で
あ
本
口
聞
に
は
一
グ
ロ
ス
に
就
き
一
留
比
入
安
の
高
率
輸
入
税
を
謀
せ
ら
る
〉
の
で
、
最
近
カ
Y
カ
y
タ
附
近
に
大
燐
寸
舎
一
肢
が
設
立
さ
れ
た
ご
一
式
ふ
(
大
正
十
一
年
九
月
五
日
附
、
ヵ
y
カ
y
タ
領
事
報
告
)
然
し
軸
木
が
な
い
か
ら
成
功
す
る
や
は
疑
問
で
あ
る
。
今
日
本
さ
瑞
兵
三
の
輸
入
割
合
を
一
不
す
さ
次
の
通
り
で
あ
る
。
る
O 
ハ
阜
位
千
留
均
〉
日
本
瑞
血
ハ
印
皮
総
輸
入
綴
総
総
入
に
封
す
る
百
分
比
一
九
二
二
年
九九
五， 0
入 O
二
、
七
三
O
入
、
九
五
五
日
本
四
一
二
・
六
μ
瑞
央
三
0
・
五
%
一
九
二
O
年
三
、
四
入
七
ヱ
ハ
、
七
O
七
七
四
二
0
・入
一
九
二
一
年
一
入
、
四
八
九
一
、
七
三
六
二
O
、一二人
O
九
0
・0
入
・
四
燐
寸
は
日
本
は
支
那
に
於
げ
る
同
業
の
勃
典
に
由
て
支
那
市
場
か
ら
駆
逐
さ
れ
っ
、
ぁ
る
か
ら
、
是
非
印
皮
、
蘭
鋭
束
印
皮
等
に
、
於
て
瑞
典
口
聞
を
放
逐
し
て
制
御
占
を
企
て
る
必
要
が
あ
る。
陶
器
、
硝
子
製
品
、
刃
物
等
は
印
度
園
内
製
産
の
不
可
能
な
る
も
の
で
、
隠
て
日
本
ロ
仰
の
市
場
ざ
し
て
は
有
望
で
あ
る
が
、
日
本
は
元
来
戦
時
中
バ
ザ
1
向
安
物
を
総
入
し
て
一
時
的
に
市
場
を
獲
得
し
た
の
で
、
濁
港
、
チ
ェ
y
コ
ム
ロ
グ
ア
キ
ア
等
の
復
活
に
よ
り
、
日
本
口
聞
は
急
激
に
駆
逐
さ
れ
つ
、
-
あ
る
.
之
等
は
賂
来
品
質
の
改
善
さ
債
格
引
下
さ
に
白
て
中
欧
諸
図
及
び
英
凶
口
問
ご
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
要
す
る
に
、
綿
製
品
は
別
ご
し
て
、
雑
貨
類
の
如
き
は
、
日
本
口
川
が
バ
ザ
l
向
き
の
安
物
で
、
見
掛
け
倒
し
で
耐
久
カ
の
な
い
こ
ぜ
は
一
大
快
貼
で
‘
中
欧
帝
闘
の
復
活
ご
共
に
急
速
に
市
場
か
ら
影
を
淡
せ
ん
さ
し
つ
〉
あ
る
は
遺
憾
に
堪
へ
、L
、
0
4
J
1
'
-
M
 
五
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11 、口
言命
余
は
前
節
ま
で
に
於
て
、
印
皮
濁
外
貿
易
に
於
け
る
本
郊
の
地
位
、
設
び
に
本
邦
品
市
場
さ
し
て
の
印
皮
の
現
泌
を
序
逃
し
た
の
で
あ
る
が
、
印
皮
の
輪
出
貿
易
、
印
も
如
何
な
る
商
品
じ
於
て
割
本
邦
輸
出
の
有
利
な
る
か
を
述
ぺ
る
必
要
が
あ
る
が
、
之
は
他
日
に
譲
り
、
印
皮
の
金
融
及
び
関
税
政
策
に
つ
き
二
一
一
目
し
て
本
稿
を
終
ら
う
さ
思
ム
。
元
来
印
皮
は
銀
本
位
制
で
有
た
が
、
一
入
七
三
年
頃
か
ら
銀
相
場
が
縫
銭
的
に
下
落
し
だ
印
度
判
剖
外
貿
易
の
研
究
商
業
さ
経
澗
し
、
一
万
は
一
留
比
が
二
志
を
下
っ
た
Z
が
な
い
の
が
、
一
入
九
三
年
頃
は
一
志
三
片
に
下
っ
た
。
並
(
の
結
果
は
、
圏
内
の
物
債
勝
賞
、
購
買
力
減
退
、
英
図
じ
封
す
る
支
抑
勘
定
の
増
額
さ
な
え
貿
易
は
不
振
に
陥
L
り
、
増
税
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
随
て
民
間
の
不
平
は
政
治
上
の
不
穏
Te-
な
b
、英
図
人
の
調
印
投
資
に
不
安
を
奥
へ
る
に
至
っ
た
の
で
、
一
八
九
三
年
、
印
反
政
府
は
金
魚
替
本
位
制
を
採
用
し
、
二
筒
比
を
一
志
四
片
印
も
十
五
留
比
な
英
貨
一
傍
ざ
す
る
公
定
率
・
3
2・日々)
を
定
め
て
、
銀
相
場
の
援
勤
に
よ
る
取
引
上
の
不
安
を
除
い
た
。
爾
来
世
界
大
戦
中
ま
で
、
留
比
貨
は
本
来
の
債
が
十
片
乃
至
十
二
片
の
さ
き
に
、
買
際
の
債
値
よ
り
も
遂
に
高
い
十
六
片
に
通
用
し
て
居
た
。
而
し
て
印
度
が
所
謂
目
に
見
え
な
い
総
入
貿
易
の
濁
債
ざ
し
て
英
吉
利
に
謝
し
て
負
ふ
多
綴
の
支
梯
勘
定
は
‘
次
の
如
き
方
法
に
依
っ
た
。
外
商
が
印
皮
の
産
物
を
購
入
し
た
時
は
、
英
の
代
債
は
印
皮
に
銀
塊
を
現
送
す
る
か
、
又
は
倫
敦
で
印
皮
事
務
大
臣
の
後
行
す
る
カ
ク
シ
ジ
ペ
ザ
Y
(
の
0
5の口
σ山
口
)
を
・
頁
ふ
。
刷
局
一
替
銀
行
は
印
皮
で
之
を
現
金
に
代
へ
て
輸
出
品
代
債
の
支
抑
其
の
他
の
用
に
充
て
る
の
で
あ
る
。
で
全
く
撹
乱
さ
れ
た
。
戦
線
に
於
け
る
兵
士
の
小
選
銭
ざ
し
て
銀
賞
需
要
の
急
増
、
銀
産
綴
此
の
制
度
は
世
界
大
戦
の
減
少
な
ピ
の
結
局
に
.
銀
賞
暴
騰
の
兆
が
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
は
聯
合
閣
の
コ
Y
ト
ロ
l
Y
に
よ
b
て
オ
Y
ス
一
志
で
、
休
戦
の
時
に
一
志
六
片
に
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
五
月
コ
ン
ト
ロ
l
y
が
解
か
れ
て
乱
調
子
ご
な
っ
た
。
一
九
二
O
年
二
月
ζ
は
寅
に
オ
ン
λ
入
十
九
片
二
分
一
に
達
し
た
。
留
比
の
相
場
も
銀
債
の
暴
騰
に
伶
ひ
、
一
留
比
が
二
志
四
片
に
上
た
。
白
て
政
府
は
匁
替
通
貨
委
員
曾
(
の
。
B
5
5
0
0
0ロ
何
百
r
g
m
o
伊
豆
の
ロ
『
円
g
q
2
Cロ
ロ
わ
の
O
B
E
R
O〉
の
建
議
を
容
れ
て
一
一
留
比
を
二
士
山
部
も
十
留
比
を
英
貨
一
務
ざ
し
た
。
二
O
年
三
月
か
ら
銀
債
の
下
務
が
始
ま
り
、
留
比
は
一
克
の
公
定
率
以
下
に
な
っ
た
。
然
る
に
忽
ち
一
九
然
も
政
府
は
新
一
公
定
率
そ
維
持
す
る
が
ゑ
に
カ
ク
シ
ジ
Y
・ピ
Y
の
責
出
し
を
以
て
之
に
応
じ
た
の
で
三
千
高
砂
の
損
失
を
し
た
。
遂
に
一
九
二
O
年
九
月
カ
ク
ン
ジ
Y
・ピ
Y
の
貰
出
を
燥
し
‘
'
爾
家
政
府
の
珠
算
等
は
戦
前
の
一
公
定
率
に
由
っ
て
居
る
0
・
此
事
は
貿
易
上
じ
大
な
る
弊
害
を
惹
起
し
た
。
前
週
の
如
く
銀
相
場
昂
騰
の
さ
き
.
印
度
商
人
が
盛
に
注
文
し
た
見
越
総
入
口
仰
が
、
孟
買
に
到
着
し
た
時
は
.
巳
に
世
界
的
不
景
気
で
注
文
口
聞
は
暴
落
し
て
居
る
、
留
比
相
場
は
暴
落
し
て
居
る
、
そ
こ
で
印
度
商
人
は
一
留
比
を
二
志
ご
す
る
公
定
率
で
支
梯
ふ
さ
一
五
て
外
商
を
因
ら
し
た
。
一
志
向
具
埠
頭
滞
貨
の
山
績
は
之
が
原
因
で
あ
る
o
之
に
就
て
英
国
人
は
印
反
政
府
が
銀
の
一
時
的
昂
騰
に
際
し
.
狼
狽
し
て
新
一
公
定
奉
公
採
用
し
た
こ
さ
を
非
難
し
て
居
る
、
而
し
結
局
は
近
き
務
系
に
建
一
公
定
率
に
一
民
る
外
は
あ
る
ま
い
J
(
河
口
句
。
。
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印
皮
野
外
貿
易
の
肝
究
商
業
主
経
済
四
印
度
は
関
税
に
於
て
、
多
年
牧
入
主
義
、
草
枕
枕
則
、
従
債
税
率
を
以
て
に
自
由
貿
易
主
義
で
、
財
政
上
の
必
要
止
む
を
得
ざ
る
最
低
限
度
に
課
し
て
居
た
が
、
一
九
一
七
年
、
戦
費
支
弊
の
結
局
、
従
来
五
%
で
あ
っ
た
一
般
の
輸
入
税
を
七
五
Mm
ざ
し
、
一
見
に
一
九
二
一
一
貫
し
、
而
も
英
国
流
年
、
一
九
二
二
年
さ
引
つ
い
き
増
徴
し
て
.
現
A
ー
で
は
綿
線
五
μ、
綿
布
一
一
%
、
普
通
品
一
五
Mm
賛
津
品
三
O
%
、
燐
寸
、
酒
類
な
ぜ
に
は
従
量
税
を
課
し
て
居
る
。
昨
年
十
月
印
皮
財
政
調
査
委
員
舎
は
、
保
護
政
策
の
採
用
、
綿
製
品
図
産
税
の
倣
庭
、
輸
出
稔
の
底
止
(
印
皮
が
濁
占
桜
を
有
す
る
も
の
を
除
豆
、
英
帝
閥
特
恵
関
税
制
度
加
入
の
排
尿
(
一
九
一
九
年
出
円
日
付
与
出
口
5
8
〉
手
‘、
krzu一の
-o
∞・
は
殖
民
地
特
恵
関
税
制
度
の
採
用
を
規
定
じ
で
居
る
.
之
は
濠
洲
の
如
き
排
外
熱
の
盛
な
所
で
切
望
し
て
居
る
)
等
を
建
議
し
て
居
る
か
ら
、
愈
近
き
賂
来
に
印
度
も
保
護
関
税
制
度
を
採
る
さ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
印
度
人
の
濁
立
運
動
排
英
熱
の
猛
烈
な
現
在
に
於
て
之
は
極
め
て
あ
b
得
ぺ
き
こ
芯
で
あ
る
。
而
し
て
従
来
の
如
く
印
皮
蛍
局
は
ラ
シ
カ
ジ
ャ
ー
綿
業
者
の
請
託
を
容
れ
て
、
総
入
税
増
徴
の
際
は
、
必
宇
之
ご
共
じ
図
産
税
を
増
加
す
る
が
¥
如
き
こ
さ
は
、
印
皮
議
舎
開
設
の
今
日
到
底
な
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
地
に
陥
る
は
印
皮
工
場
の
梨
産
し
能
は
γ
る
高
級
綿
布
を
総
入
す
る
-
フ
シ
カ
ジ
ャ
1
工
業
者
に
あ
ら
十
し
て
、
印
皮
工
場
口
問
さ
競
争
の
地
位
に
あ
る
下
級
紛
布
を
総
入
す
る
日
本
の
綿
保
護
関
税
で
最
も
窮
業
者
た
る
こ
さ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
夫
れ
英
帝
岡
特
恵
関
税
制
度
の
採
用
は
、
本
邦
口
聞
に
取
て
致
命
的
打
撃
で
あ
る
が
之
は
印
度
人
心
の
蹄
越
か
ら
考
へ
て
静
岡
分
心
配
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。
ハ
白
河
)
参
考
書
ざ
し
て
前
記
各
所
に
引
用
し
六
外
次
の
諸
書
に
ょ
っ
士
所
が
多
い
。
日出日目。
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外
務
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週
間
局
通
商
公
報
大
正
十
一
年
、
大
正
十
二
年
、
同
右
最
近
印
度
事
情
同
右
英
領
印
度
貿
易
指
針
商
務
局
戦
前
職
後
日
印
貿
易
印
度
封
外
貿
易
の
研
究
五
